




















（ 続紙 １ ）                             


























































第 5 章「衣装と婚姻の変化による母娘関係の再編」では、1990 年代以降に見られる婚出し
た娘の衣装を実母が保管する営みを、ここまで述べてきた衣装のマテリアリティと製作者の判




















（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
本博士論文は、中国貴州省に暮らすミャオ族の民族衣装と母娘関係について、地域の社
会経済的変容と、それに伴う衣装の技術継承や価値の変遷の両側面から分析している。そ
れにより、特に改革・開放政策以降の女性のライフコースの変化を描き出している。そし
て、民族衣装の製作・着用・保管・譲渡に至る過程を通じて、父系社会における母娘関係
がどのように再編されるかを、ラトゥールのアクター・ネットワーク論や、ミンツの砂糖
をめぐる社会史的分析の手法を参考に、モノと人、社会の相互構築的関係から動態的にと
らえている。近年、文化人類学においてモノや技術の研究が盛んに行われている。本論文
は民族衣装と女性をめぐり、マクロな社会経済史の流れを捉え、ミクロな女性のライフ
コースと母娘関係の変化を民族誌的に描き、モノと社会関係の動態分析をもってこれに貢
献している。 
中国少数民族地域は、外国人の長期滞在型の調査が困難であった時期が長く、その研究
も民族政策と分類、民族の文化表象とアイデンティティといった限られたテーマに集中し
てきた。少数民族の衣装もそうした中で、民族の表象としての側面が強調されてきたのだ
が、中でも注目を浴びてきたミャオ族の衣装については、型の分類や、モチーフの象徴分
析、民族表象としての衣装と観光に関する議論が中心であった。社会経済史的な視点や日
常生活の社会関係の中で民族衣装をとらえる視点はこれまでほとんどみられなかったので
ある。男女の領域や役割分担が明確なミャオ族社会にあって、女性の生活領域に立ち入っ
た研究自体が稀であり、本論文は、女性による長期調査の利点も十分に生かし、女性たち
の生活とその長期的な変遷のなかで、民族衣装の製作・着用から保管・譲渡までの過程
が、その価値とともにどのように変化してきたかを論じている。また、日中関係が悪化す
る中で、時には調査地への入村を禁じられながら、粘り強く実施した少数民族地域での調
査にもとづく貴重な成果である。一方、親族・親子関係の研究では、父系社会における母
娘関係への着目が近年では少しずつ試みられているが、その中でも、民族衣装というモノ
を介した母娘関係の再編の動態を詳細に分析する本論文のオリジナリティは、特筆すべき
である。 
本論文は、以下の４つの学術的貢献によって評価することができる。第一に、非常に複
雑なミャオ族の民族衣装そのものの物質的構成を、技術と製作過程から詳細に説き明かす
ことで、筆者がマテリアリティと称する、ミャオ族民族衣装のモノとしての特質とその変
遷を、如実にとらえることに成功している。それにより、製作過程は多様な技術的工程の
複合であり、その分業自体が変遷を遂げていること、変動著しい女性たちのライフコース
にあって、そうした多様な工程のなかでも、刺繍という特定の技術が重要性を増している
ことが浮き彫りにされた。 
第二に、モノの価値やモノが社会関係をいかに再編し形成するかを、時間的深度をもっ
て社会経済的な変遷の中で捉えている。現地の社会経済的な変動とともに、民族衣装の社
会的価値や所有分布、着用の種別や広がりを捉えることにより、民族衣装が日常着ではな
く、儀礼などで着用するものとなり、それが幅広い社会階層に普及しながらも、貴重財と
して保管されるものとなってきたことを明らかにしている。より大きな歴史的な階層変動
  
の中で衣装の分布や変化をとらえることにより、本論文は、民族衣装からみた中国少数民
族社会の社会経済史にもなっている。 
第三に、これまで中国少数民族の衣装は、着用・製作する人々と必ずしもかかわりのな
い分類や、象徴性、表象性に注目が集まっていたのに対し、初めて日常生活のなかで民族
衣装をとらえている。技術を継承し、製作し、保存し、着用する人々の日常の社会関係の
なかで、アクター・ネットワーク論を引用し、民族衣装と人々の社会関係の形成とを動態
的にとらえることに成功している。民族衣装の製作・保管過程を、婚姻をめぐる実践の変
化と関連づけることで、同地域の女性のライフコースの動態を捉え、特に、教育の普及や
出稼ぎの増加による婚姻形態の変化が、民族衣装の製作と技術継承、所有者と保管場所に
影響をもたらしていることを詳細な事例を示しつつ描いている。また、社会生活を描写す
る中で、少数民族社会の階層意識、自他意識、蠱毒や醸鬼などのつきものに類する慣習の
相関関係をも浮き彫りにしている。民族衣装への着目を通じて、社会的階層や民族間関係
を考慮した、少数民族社会の民族誌・女性の生活史を描き出しているのである。 
第四に、父系的な親族組織によって特徴づけられるミャオ族社会にあって、民族衣装が
どのように母娘関係を取り結んでいるか、また女性のライフコースが変容し、衣装をめ
ぐって母娘関係がどのように再編されているかを捉えることで、親族論・親子関係の議論
にも貢献している。 
これらの点を総じて、本論文は、民族衣装と母娘関係を軸に、中国少数民族社会の動態
を描き出し、民族衣装の製作・着用・保管過程の変容を生活のただなかで分析すること
で、女性の生活史、地域の社会経済史、父系社会における母娘関係に言及し、文化人類学
や地域研究のなかでもモノ研究や親族研究に貢献する優れた論文である。 
よって本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、  
平成27年10月6日、論文の内容とそれに関連した事項について試問をおこなった結果、合格
と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
